
【問１】 

次のグラフ１～３は『子供の読書活動の推進等に関する調査研究』（平成 30 年度文部科学省委

託調査）から抽出したデータ結果である。これらのグラフから読み取れる、子供たち（小学生、

中学生、高校生）の読書にみられる傾向を１６０字以上２００字以内で述べなさい。 

 

   

   

 

 



【問２】 

. 【問１】の結果を踏まえて、次の文章を読み、今後私たちがより読書活動を充実させていくた

めにはどうすればよいか、あなたの読書経験も含めて 320 字以上 400 字以内で述べなさい。 

 

 学びの方法は本を読むことだけとは限らない。しかし、読書は学びの最有力手段の一つであることに違い

ない。そして今、そのための「書籍」の姿が、ガラガラ変わり始めている。「電子書籍化」の波は、楽天な

どの新規参入もあり、にわかに日本でも※波頭を 顕
あらわ

し始めた。このまま、「紙の本」は駆逐され、読書と言

えば「電子の本」が当たり前の時代になるのだろうか？そうあって欲しくないと思うのは、「紙の本」育ち

の自分の単なる※懐古
かいこ

主義なのか？ 

 2007 年に電子ブックリーダーKindle を発売した電子書籍ビジネスの先駆 Amazon では、アメリカでの書

籍販売数において、昨年初めに「電子の本」はハードカバーだけでなくペーパーバックをも上回ったそうだ。

日本の通勤や出張の電車内での観察感覚からすると、そこまで普及していないと思う。しかし、週刊誌、マ

ンガ、文庫本など「紙の本」を電車の中で読んでいる人は明らかに減った。その一方、スマホで動画番組や

ゲーム、SNS を楽しむ人はかなり増えてきた。（中略） 

 少し前だが、新聞紙上で『脳を育てる「紙の本」』という見出しの記事を見つけた。（中略）言語脳科学の

第一人者である酒井邦嘉さんのインタビュー記事だった。（中略）※ノスタルジックな「紙の本」※礼 賛
らいさん

論

とは違うはずだと確信し、記事と共に『脳を創る読書』という著書も読んでみた。 

 酒井教授の主張の展開は大筋、次のような感じだった。 

①音声や映像など他の情報に較べて「活字」は情報量が圧倒的に少ない。だから、不足を補うために人間は

より多くの「想像力」の発揮を必要とする。このことは、「考える人」ならではの複雑さを好む脳の力を育

て、創るのに大きな価値がある。「読書」はそのための有力な手段である。 

②読書の価値を確認した上で、なぜ「電子」でなく「紙」なのか。強調されていたのは「量的な手がかりの

希薄化」であった。「紙の本」の厚みが与えるページの量的な感覚が、読者の「読むリズム感」や「記憶の

定着」に大きく影響する。私自身、非常に体験的に納得できた。利便性や効率化を優先した結果、失ってい

る部分の大きさにも目を向けなくてはならない。「紙の本」と「電子の本」は共存し続けることが望ましい。 

③「紙の本」と「電子の本」の使い分けについては、脳の最高次のプロセスによって生まれる「わかる」と

いう感覚にも関係する。※「情報を得る」≠「わかる」であり、「知っている」≠「説明できる」ということ

も含め、「情報を効率的に多量に得て知っていることを増やす」には「電子の本」の特徴を最大限活用でき

るだろうが、「わかる」や「説明できる」という部分には当てはまらないところがある。だから、上手な使

い分けが必要だ。（略） 

中間 真一『コラム「紙の本」と「電子の本」～「脳を育てる本」ってどんな本？～』より 

 

 

【注釈】 

※波頭を 顕
あらわ

す………波の上面が盛り上がってくるように、世間に広く知れ渡るということ 

※懐古
かいこ

主義………昔を懐かしみその当時を肯定する考え方 

※ノスタルジック………古いものを懐かしく思うこと 

※礼 賛
らいさん

………素晴らしいものとして褒
ほ
めたたえること 

※≠………等しくはないという意味 


